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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。
１ デーリィマン ９月号 デーリィマン社

牛群検定の読み方（その２４）
飼養管理の課題を確認出来る赤ペンコメント－体細胞数編

２ ＬＩＡＪニュ－ス９月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その９１）
赤ペンコメント乳量編②
牛群検定ビッグデ－タ（その３５）
空胎日数について

赤ペンによるコメントが開始されています！検定農家に届けられる毎月の検定成績表一枚一枚に赤や青
字でコメントが記載され、農家個々に改善ポイントを知ることが出来るようになりました。当団の繁殖台帳Web
システムにより、パソコン等で利用出来ます。繁殖台帳Webシステムについて、各検定組合にお問い合わせく
ださい。別途の費用は不要です。
今回は、体細胞数の赤ペン３回目の紹介です。体細胞数の改善が進んでいるかどうか、総合的に確認しま

しょう！

＜ポイント＞
裏面の見本を示しました。本農家の体細胞数平均は９０５千個と非常に高いもので、本誌の前号までの赤

ペンコメントで、その原因を「暑熱対策」「繁殖の遅延」「飼養管理上の感染」など具体的なコメントを示しまし
た。また、その対策として、乾乳期での治療なども促す赤ペンコメントでした。
しかし、もっとも重要なのは、こういった諸々のコメントを対象農家が良く理解し、改善の努力を実行するか、

どうかです。裏面の見本の農家は、これまでこういった努力を行っているかどうか、疑問が残る成績表です。
今後を期待したいものです。

＜見 方＞
裏面の見本の矢印を参照して下さい
①「うち回復」 →先月から今月までに、乳房炎が改善された牛は１頭もいません
②「うち新規乳房炎」→新たに乳房炎を罹患した牛が３頭もいます。
③わずかでも体細胞数が減少した牛は５頭しかいません。
④乳房炎の状況が「重篤」１頭、「深刻」６頭と重大な病状が多頭います。

このように、残念ながら、この見本では改善に向けて努力した形跡が見えない成績表になっています。赤ペ
ンコメントを活用し改善を進めれば、「重篤な牛がいなくなった」、「新規乳房炎がいなくなった」といったような
良い傾向も見つけることが出来ますので、継続的な活用をお願いします。



コメント内容や改善のためのご意見ご質問は
次のＵＲＬにお願いします。aihara@liaj.or.jp


